
「地域未来牽引企業サミット」in 会津若松
平成30年4月14日（土）

国立研究開発法人 産業技術総合研究所
理事長 中鉢良治

そうだ！「産総研」があった！
～地域未来牽引企業とともにイノベーションを目指す～
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本日のお話の内容

1. 産総研を“知る”

“使う”2. 産総研を
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《連携前》
「何をやっているところかわからない」
「敷居が高そう」
「高度過ぎて相手にしてもらえないんじゃない？」
「高くつくんじゃない？」

産総研に寄せられた中小企業の声

《連携後》
「相談から商品化まで終始丁寧に面倒を見てくれた」
「こんなところまでサービスしてくれるのかと驚いた」
「企業に寄り添う気持ちで今後もお付き合いいただきたい」



事業化への「橋渡し」、企業との連携強化
産総研は、事業化に向けて研究成果の橋渡しを推進すると共に、
目的の明確な基礎研究を強化します

大学 産業界
イノベーション科学

社会的認知 社会的・経済的
価値の創造

技術

「死の谷」

発見／発明 商品化／産業化

研究成果
↑

応用研究
↑

目的基礎研究
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「橋渡し」

産総研の役割
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研究職員2,340名

ポスドク、
招へい研究員等

1,969名

大学・企業等
からの外来研究
員等（2016年度）

5,113名

9,422 名

研究活動を実施
している人員

（2018年4月1日現在）

事務職員）（701名

産総研の研究領域・人員



産総研の研究拠点
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北海道センター
バイオものづくり

東北センター
化学ものづくり

福島再生可能
エネルギー研究所
再生可能エネルギー

つくばセンター

臨海副都心センター
バイオ・IT融合

中部センター
機能部材

四国センター
ヘルスケア

中国センター
バイオマス利用技術

関西センター
電池技術、医療技術

九州センター
製造プラント診断

石川サイト

福井サイト

※他に東北大、東大、東工大、早稲田大、名大、京大、阪大に
連携拠点（オープンイノベーションラボラトリ、OIL）

（中央・東・西・北）

ここにもあった！産総研
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（各地でのフェアの展示内容を技術分野ごとに分類してまとめた冊子）
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テクノブリッジ®フェア（TBF）を全国展開中

連携に発展
（58%）

連携協議中
（28%）

TBF面談後の研究連携状況

平成29年度の開催例

TBF in つくば
（平成29年10月19日～20日）

企業訪問型TBF in 中部
（平成29年9月11日～12日）

企業訪問型TBF in 四国
（平成29年12月12日）

計測・分析フェア in 京都
（平成30年1月23日）

TBF in 和歌山
（平成29年7月25日）TBF in 九州

（平成30年2月6日）

企業訪問型TBF in 岩手
（平成29年7月31日～8月2日）
企業訪問型TBF in 山形
（平成29年11月14日～15日）

東京ベイ イノベーションフォーラム
（平成29年12月6日）

アグリテクノフェア in 北海道
（平成30年3月12日～13日）

企業訪問型TBF in 埼玉
（平成30年2月2日）

TBF in 岡山
（平成30年2月28日）

企業訪問型TBF in 城東
（平成29年9月20日）

TBF in 熊本
（平成30年3月2日）

86%
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1. 産総研を

2. 産総研を

“知る”

“使う”
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― 産総研研究者（橋渡し実績有り） 30名
― 企業出身者（技術企画／事業企画経験者） 37名
― 地域（都道府県）公設試（中小・中堅企業に太いパイプ） 113名

イノベーション・コーディネータ

企業ニーズと技術シーズのマッチング
専門営業部隊「ヒット率を高める」

180名 体制に拡充（2018/2/20）
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連携メニュー

技術コンサルティング

人材育成

受託研究、共同研究

設備・装置、施設提供

試料提供、情報開示
ライセンス供与

事業化支援
ベンチャー創業

技術を社会へ
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産総研の活用
● 技術コンサルティング

・中小企業連携コーディネータ（SCET）による専門的指導

・研究者との具体的な相談

・オール産総研による支援

・有償だがリーズナブルな対価（平均77万円／件）

● 共同研究
・広い領域をカバー（必要に応じ公設試、大学とも連携可）

・サポイン制度の活用（高い採択率－H29年度56%）

・企業イメージの向上

・継続的情報のサービス（テクノブリッジクラブ）



・高度研磨技術
・精密光学部品の

カスタムメイド技術

株式会社テクニカル
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産総研の連携事例

商品化：
世界最高水準の
超高精度平面ガラス基板
大型放射光施設
（Spring８）や
X線自由電子
レーザー施設
（SACLA）の基
準ミラーに採用 超高精度平面度測定装置（SDP）

・超高精度平面度測定技術
平面度の国家標準を維持、供給技術支援

実用化
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間口は広く

敷居は低く

奥行きは深く

志は高く

http://www.aist.go.jp/aist_j/collab/
技術マーケティング室 電話029-862-6026

e-mail: tmo-info-ml@aist.go.jp

連絡先：
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